
店
）／
千
葉
優
作（
塔
）『
あ
る
は
な
く
』

（
青
磁
社
）

　

こ
の
六
歌
集
に
つ
い
て
、
四
月
一
九

日
、
学
士
会
館
に
於
い
て
対
面
で
の
最

終
選
考
が
行
わ
れ
た
。
各
人
の
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
資
料
を
参
照
に
、
忌
憚
の

な
い
意
見
を
交
わ
し
た
。

・
嶋
稟
太
郎
『
羽
と
風
鈴
』

乗
り
過
ご
し
て
何
駅
目
だ
ろ
う
菱
形

の
ひ
か
り
の
中
に
つ
ま
先
を
置
く

　

写
実
を
生
か
し
た
丁
寧
な
描
写
力
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。
一
首
一
首
か
ら
確

実
に
見
え
て
く
る
景
色
や
背
景
な
ど
、

入
り
や
す
い
が
、
そ
れ
故
の
平
淡
さ
も

あ
る
。
震
災
で
被
害
の
あ
っ
た
故
郷
石

巻
へ
の
想
い
を
、
離
れ
て
暮
ら
す
現
在

地
か
ら
詠
ん
だ
歌
も
注
目
さ
れ
た
。

・
上
坂
あ
ゆ
美
『
老
人
ホ
ー
ム
で
死
ぬ

ほ
ど
モ
テ
た
い
』

死
ん
だ
ら
さ
紫
の
世
界
に
行
く
ん
だ

よ　

ス
ナ
ッ
ク
は
ま
ゆ
う
の
看
板
み

た
い
な

　

地
方
都
市
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
進

学
を
期
に
上
京
し
、
東
京
で
仕
事
を
す

る
。
典
型
的
と
も
い
え
る
半
生
を
下
敷

き
に
、
現
代
的
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

場
面
が
力
強
く
立
ち
上
が
る
。
歌
の
作

り
方
自
体
は
割
と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

で
、
文
体
に
よ
っ
て
は
詩
的
な
飛
躍
に

　

今
年
度
の
現
代
歌
人
協
会
選
考
委
員

は
、
昨
年
に
続
き
、
内
山
晶
太
、
梅
内

美
華
子
、
小
島
ゆ
か
り
、
外
塚
喬
、
富

田
睦
子
、
吉
川
宏
志
、
東
直
子
（
委
員

長
）
の
七
名
。

　

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
二
〇
二
二
年
中

に
出
版
さ
れ
た
第
一
歌
集
か
ら
一
、二

冊
を
推
薦
）
の
結
果
（
有
効
投
票
数

二
一
三
票
）
を
踏
ま
え
た
推
薦
歌
集
を

Slack

の
会
議
室
上
で
討
議
し
た
結

果
、
二
次
選
考
に
残
す
六
歌
集
を
決
定

し
た
（
三
月
二
日
）。
以
下
、
該
当
歌

集
を
刊
行
順
に
記
す
。

　

嶋
稟
太
郎（
未
来
）『
羽
と
風
鈴
』（
書

誌
侃
侃
房
）
／
上
坂
あ
ゆ
美
（
無
所
属
）

『
老
人
ホ
ー
ム
で
死
ぬ
ほ
ど
モ
テ
た
い
』

（
書
肆
侃
侃
房
）
／toron*

（
塔
）『
イ

マ
ジ
ナ
シ
オ
ン
』（
書
肆
侃
侃
房
）
／

田
村
穂
隆（
塔
）『
湖う

み

と
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
』

（
現
代
短
歌
社
）
／
鈴
木
加
成
太
（
か

り
ん
）『
う
す
が
み
の
銀
河
』（
角
川
書

欠
け
る
面
も
見
ら
れ
た
。

・toron*

『
イ
マ
ジ
ナ
シ
オ
ン
』

ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
な
昨
夜
が
ポ
ケ
ッ

ト
の
マ
ッ
チ
の
箱
で
本
物
に
な
る

　

新
鮮
な
切
り
口
と
発
想
力
で
、
日
常

に
詩
的
な
異
化
を
与
え
た
。そ
の
中
で
、

現
代
の
若
者
た
ち
の
繊
細
な
心
理
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
り
、
懐
か
し
さ
に
触

れ
た
り
す
る
。
多
様
で
あ
る
が
ゆ
え
に

人
物
像
の
見
え
に
く
さ
や
散
漫
な
印
象

を
受
け
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

・
田
村
穂
隆
『
湖う

み

と
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
』

ひ
げ
を
抜
き
た
い
ひ
げ
を
抜
き
た
い

ひ
げ
を
抜
く　

脳
に
何
か
が
み
な
ぎ

る
感
じ

　

自
身
の
性
に
対
す
る
違
和
感
や
父
性

に
対
す
る
反
発
を
は
じ
め
と
す
る
、
切

実
な
内
的
衝
動
に
か
ら
れ
た
歌
が
強
い

印
象
を
残
し
、
迫
力
が
あ
る
。
斬
新
な

言
語
感
覚
が
あ
り
、
テ
ー
マ
と
表
現
の

両
面
で
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
内
面

に
向
か
う
歌
が
多
く
、
外
界
の
手
触
り

が
淡
い
と
い
う
感
想
も
あ
っ
た
。

・
鈴
木
加
成
太
『
う
す
が
み
の
銀
河
』

し
ろ
が
ね
の
梯
子
に
百
の
素
足
ふ
れ

プ
ー
ル
の
水
の
綾
へ
降
り
ゆ
く

　

日
常
的
な
場
面
か
ら
、
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
詩
的
な
飛
躍
力
を
得

る
確
か
な
表
現
力
が
あ
る
。
家
族
へ
の

特
殊
な
感
情
が
ユ
ニ
ー
ク
に
描
か
れ
て

い
る
点
も
注
目
さ
れ
た
。
歌
集
の
途
中

で
旧
か
な
で
の
表
記
に
変
わ
り
、
そ
こ

か
ら
表
現
も
や
や
硬
く
な
っ
た
。

・
千
葉
優
作
『
あ
る
は
な
く
』

見
上
げ
れ
ば
虫
に
食
は
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
空
に
変
は
つ
て
ゐ
る
さ
く
ら
の

葉

　

言
葉
遣
い
が
お
お
ら
か
で
、
冷
静
な

目
線
で
描
か
れ
た
独
特
の
世
界
は
嫌
み

が
な
く
、
韻
律
も
心
地
が
よ
い
。
感
覚

的
な
部
分
と
現
実
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、
ひ
ら
が
な
を
多
用
し
た
や
わ
ら
か

な
印
象
の
歌
が
持
ち
味
。
短
歌
的
に
纏

ま
り
す
ぎ
て
い
て
い
て
作
意
的
で
あ
る

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　

話
し
合
い
の
中
で
、『
う
す
が
み
の

銀
河
』
と
『
湖
と
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
』
と

『
あ
る
は
な
く
』
に
次
第
に
絞
ら
れ
た
。

さ
ら
な
る
討
議
を
重
ね
た
結
果
、
着
実

な
表
現
力
が
評
価
さ
れ
、
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
人
気
の
高
か
っ
た
『
う
す
が

み
の
銀
河
』
と
、
切
実
な
訴
求
力
が
あ

り
読
み
ご
た
え
の
あ
る
『
湖
の
フ
ァ
ル

セ
ッ
ト
』
の
同
時
受
賞
と
な
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
き
た
二

人
の
歌
人
は
、
現
代
短
歌
の
新
し
い
礎

と
な
る
だ
ろ
う
。

第
67
回
現
代
歌
人
協
会
賞
選
考
経
過

東　

直
子

第
67
回
現
代
歌
人
協
会
賞

歌
集
『
う
す
が
み
の
銀
河
』

鈴
木
加
成
太
（
す
ず
き
・
か
な
た
）

二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
五
日
（
角
川
書
店
）

【
略
歴
】
一
九
九
三
年
生
。
愛
知
県
出
身
。「
か

り
ん
」所
属
。第
六
十
一
回
角
川
短
歌
賞
受
賞
。

歌
集
『�
湖う

み

と
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
』

田
村
穂
隆
（
た
む
ら
・
ほ
だ
か
）

二
〇
二
二
年
三
月
一
日
（
現
代
短
歌
社
）

【
略
歴
】
一
九
九
六
年
生
。
島
根
県
出
身
。「
塔
」

所
属
。
第
八
回
現
代
短
歌
社
賞
次
席
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